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は
、
こ
の
Ｏ
Ｃ

Ｔ
が
開
発
さ
れ

る
ま
で
は
、
平

面
的
（
二
次
元

的
）
に
し
か
観

察
で
き
ま
せ
ん

で
し
た�Û
$�

　
あ
る
調
査
に
よ
る
と
五
十

歳
以
上
の
人
の
健
康
に
関
す

る
心
配
事
に
、「
も
の
が
見

え
に
く
い
、
目
が
か
す
む
」

（
四
〇
％
）、「
耳
が
遠
い
」

（
二
〇
％
）、「
歯
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
」（
二
〇
％
）、

が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ュ

ン
ク
堂
京
都
店
の
内
臓
系
疾

患
の
書
架
に
は
、
目
に
関
す

る
本
三
十
七
冊
、
耳
鼻
に
関

す
る
本
二
十
五
冊
、
歯
に
関

す
る
本
三
十
二
冊
が
並
ぶ
。

『
目
は
１
分
で
よ
く
な
る
』

（
今
野
清
志
著
）
は
二
十
万

部
売
れ
て
い
る
。
府
内
の
医

師
数
は
眼
科
三
百
二
十
七

人
、
耳
鼻
咽
喉
科
二
百
七
十

一
人
、
歯
科
一
千
九
百
十
一

人
。
健
康
に
お
い
て
目
が
い

か
に
重
要
で
あ
り
、
い
か
に

切
実
な
の
か
が
分
か
る
。
医

療
生
協
の
看
板
で
あ
る
「
利

用
し
や
す
く
信
頼
さ
れ
る
眼

科
を
め
ざ
す
」
に
、
言
葉
以

上
の
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

感
じ
る
所
以
だ
ろ
う
。
団
体

に
し
ろ
企
業
に
し
ろ
、
経
営

に
は
鳥
、
虫
、
魚
の
三
つ
の

目
が
大
事
。
通
常
総
代
会
を

終
え
て
四
ヵ
月
。
今
も
っ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、

流
れ
を
つ
か
む
魚
の
目
。
そ

の
目
を
さ
ら
に
、
内
だ
け
で

な
く
外
に
し
っ
か
り
向
け
た

い
。
そ
こ
に
は
、
目
に
不
安

を
持
ち
、医
療
生
協
、ナ
カ
ノ

眼
科
を
待
っ
て
い
る
人
た
ち

が
大
勢
い
る
。
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。�（
川
久
保
雄
二
郎
）

　
医
学
の
進
歩
は
目
覚
ま
し

く
、
眼
科
学
の
領
域
も
ご
多

分
に
漏
れ
ま
せ
ん
。
私
は
、

医
師
と
な
っ
て
三
十
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
医

師
に
成
り
立
て
の
頃
に
比

べ
、
病
気
の
診
断
技
術
と
治

療
法
の
進
歩
に
は
、
隔
世
の

感
が
あ
り
ま
す
。
診
断
技
術

の
進
歩
に
は
、
見
え
な
い
部

位
を
可
視
化
す
る
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
技
術
の
発
展
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
が
、眼
科
領
域
で
は
、

光
干
渉
断
層
計
（optical�

coherence�tomography
;OCT

）と
い
う
診
断
機
器

が
開
発
さ
れ
、
眼
底
疾
患
の

診
断
に
革
命
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。
眼
底（
目
の
奥
底
）

�w�����ø
��Ü

。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
Ｏ
Ｃ
Ｔ
の
登
場
に
よ
っ

て
、
眼
底
に
あ
る
網
膜
（
目

を
カ
メ
ラ
に
例
え
る
と
フ
ィ

ル
ム
に
相
当
）
の
断
面
を
Ｚ

軸
方
向
に
画
像
化
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
眼
底
を
三
次
元

的
に
観
察
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
開
発
当
初
は
、

網
膜
が
厚
い
か
薄
い
か
、
穴

が
開
い
て
い
る
か
否
か
な
ど

の
程
度
に
し
か
評
価
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
技
術
は

さ
ら
に
進
歩
し
、現
在
で
は
、

あ
た
か
も
組
織
を
摘
出
し

て
、
顕
微
鏡
で
直
接
見
て
い

る
か
の
ご
と
く
、
網
膜
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た（
図
１
、黄
斑

部
と
は
網
膜
の
中
心
に
位
置

し
、
視
力
を
司
る
重
要
な
部

分
）。
網
膜
と
い
う
組
織
は
、

細
胞
が
層
を
な
し
て
形
作
ら

　
中
野
眼
科
を
開
設
し
て
い
る
京
都
医
療
生
活
協
同
組
合

で
は
、
十
月
～
十
一
月
を
中
心
に
組
織
強
化
月
間
に
取
り

組
み
ま
す
。
こ
れ
は
わ
が
国
で
「
生
協
法
」
が
施
行
さ
れ

た
一
九
四
八
年
（
昭
和
二
十
三
年
）
十
月
一
日
を
記
念
し

た
全
国
的
運
動
の
一
環
で
す
。
強
化
月
間
で
は
、
組
合
員

向
け
の
事
業
や
患
者
さ
ん
・
市
民
の
皆
さ
ん
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
を
通
し
て
、
医
療
生
協
の
活
動
趣
旨
を
見
つ

め
直
し
、
さ
ら
に
新
規
加
入
を
促
進
し
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
京
都
医
療
生
協
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

京
都
医
療
生
協
・
中
野
眼
科

組
織
強
化
月
間
に
あ
た
っ
て

���J�w
��2
～
眼
底
疾
患
診
断
機
器
・
光
干
渉
断
層
計
に
つ
い
て
～

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
図
１

を
見
て
も
ら
え
ば
お
分
か
り

の
よ
う
に
、
そ
の
層
構
造
が

Ｏ
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ
て
は
っ
き
り

と
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

$��
は
、
黄
斑
部
の
さ
ら

に
ど
真
ん
中
の
中
心
窩
と
呼

ば
れ
る
部
分
の
視
細
胞
層
に

で
き
た
小
さ
な
穴
（
微
小
円

孔
）
な
の
で
す
が
、
Ｏ
Ｃ
Ｔ

の
登
場
以
前
に
は
見
つ
け
る

こ
と
が
難
し
く
、
こ
の
よ
う

な
病
気
は
「
原
因
不
明
の
視

力
障
害
」
と
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

　
診
断
技
術
の
発
達
は
、
病

気
の
早
期
発
見
に
つ
な
が

り
、
病
状
の
ご
く
初
期
の
段

階
か
ら
治
療
が
始
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
過
去
の
眼
科
診
療
の

す
。
中
野
眼
科
で
は
、
こ
う

し
た
最
新
の
医
療
機
器
を
駆

使
し
、
大
学
病
院
な
ど
の
基

幹
病
院
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
日
々
の
診
療
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
中
野
眼
科
医

院
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
ふ

さ
わ
し
く
、
京
都
大
学
よ
り

藤
本
雅
大
医
師
を
副
院
長
に

迎
え
、
新
し
い
診
療
体
制
で

臨
ん
で
い
ま
す
。
従
来
か
ら

の
日
帰
り
白
内
障
手
術
に
加

え
、
眼
瞼
下
垂
（
ま
ぶ
た
が

下
が
る
疾
患
）
な
ど
の
ま
ぶ

た
の
病
気
や
涙
が
鼻
に
流
れ

る
通
り
道
が
詰
ま
っ
て
起
き

る
流
涙
症
（
な
み
だ
目
）
な

ど
の
涙
道
疾
患
の
治
療
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
な

ら
中
野
眼
科
」
と
言
わ
れ
る

ぐ
ら
い
、
当
院
の
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
診
療
に
は
歴
史
も

実
績
も
あ
り
ま
す
。
優
秀
な

ス
タ
ッ
フ
が
、
確
か
な
安
心

と
信
頼
の
技
術
で
、
視
機
能

の
質
の
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
中
野
眼
科
は
こ
れ
か

ら
も
、四
診
療
所
が
協
力
し
、

み
な
さ
ま
の
目
の
健
康
を
守

る
こ
と
で
、
地
域
医
療
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
住
所
を
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
医
療

生
協
事
務
所
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

医
療
生
協
事
務
局　
☎
〇
七
五
・
八
二
二
・
二
二
八
六

ご
住
所
変
更
を
お
届
け
く
だ
さ
い
！

京
都
医
療
生
活
協
同
組
合
組
合
員
の

皆
様
へ
の
お
願
い　

医
療
生
協
・
中
野
眼
科
で

は
、
組
織
強
化
月
間
の
取
り

組
み
と
し
て
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
が
お
気
軽
に
交
流
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

を
毎
秋
開
催
し
、
ご
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
ウ
ク
レ
レ
演
奏

と
唄
で
ご
活
躍
の
野
上
憲
治

さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
皆
さ

ん
の
心
に
残
る
懐
か
し
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
演
奏
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
後
半
で
は

幼
い
頃
に
聴
い
た
歌
や
青
春

時
代
に
口
づ
さ
ん
だ
歌
を
、

野
上
さ
ん
と
ご
一
緒
に
歌
い

た
い
と
存
じ
ま
す
。
是
非
と

も
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、

郷
愁
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

■�

日
時
：
十
一
月
七
日（
木
）

午
前
十
一
時
～
午
後
一
時

■�

場
所
：
聖
護
院
御
殿
荘
／

第
１
ホ
ー
ル
（
熊
野
神
社

前
か
ら
徒
歩
五
分
）

■�

参
加
費
：
二
二
〇
〇
円

（
昼
食
代
、
税
込
）

※�

十
二
時
か
ら
美
味
し
い
聖

護
院
弁
当
を
ご
賞
味
い
た

だ
き
ま
す
。

■�

申
込
：
中
野
眼
科
受
付
ま

た
は
医
療
生
協
事
務
局
ま
で

目
標
が
、
見
え
る
か

見
え
な
い
か
に
挑
む

「
失
明
の
防
止
」だ
っ

た
も
の
が
、
現
在
で

は
、
よ
り
良
く
見
え

る
状
態
を
め
ざ
す

「
見
え
方
の
質
の
向

上
」
が
新
た
な
目
標

に
な
っ
て
き
て
い
ま

組
合
員
交
流
集
会
ご
案
内

ウ
ク
レ
レ
演
奏
と
唄
で
つ
づ
る

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

～
野
上
憲
治
さ
ん
と
ご
一
緒
に
～
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京都医療生協理事長
中野眼科本院院長

宮本  和明
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映
画
「
新
聞
記
者
」
が

こ
の
夏
、
評
判
を
呼
び
ま

し
た
。
女
性
記
者
が
医
療

え
ま
す
。「
答
え
な

い
政
治
家
」「
望
月

封
じ
全
詳
報
」
な

ど
全
五
章
か
ら
な

多
い
で
し
ょ
う
。同
書
は
、

メ
デ
ィ
ア
の
政
治
取
材
現

場
、
記
者
会
見
で
の
具
体

的
な
や
り
取
り
な
ど
を
あ

げ
つ
つ
、「
知
る
権
利
」
の

現
状
、
行
方
に
焦
点
を
当

て
て
論
じ
て
い
ま
す
。

で
き
な
く
な
っ
た
か
」
に

も
同
書
の
狙
い
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
歴
代
官
房
長

官
会
見
で
も
五
百
回
以
上

取
材
し
て
お
り
、
そ
の
内

容
の
変
化
に
つ
い
て
は
自

己
体
験
し
て
き
た
と
も
い

す
。

　
映
画
原
案
は
東
京
新

聞
・
望
月
衣
塑
子
記
者
の

著
書
。
官
房
長
官
会
見
で

繰
り
返
し
問
い
た
だ
す
同

記
者
を
覚
え
て
い
る
人
は

　
著
者
は
朝
日
新
聞
記

者
。
新
聞
労
連
の
委
員
長

も
務
め
、
長
年
、
政
治
取

材
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
「
な
ぜ

こ
の
国
で
は
自
由
に
質
問

り
、
権
力
の
揺
さ
ぶ
り
に

ど
う
対
応
す
べ
き
か
ー
、

メ
デ
ィ
ア
と
政
治
の
関
係

な
ど
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ま
す
。朝
日
新
書
、七
百
九

十
円
と
税
。（
松
本
忠
之
）

系
大
学
の
新
設
に

絡
む
闇
に
挑
む
、

日
本
で
は
珍
し
い

タ
イ
プ
の
映
画
で

南　
　

彰 

著

『
報
道
事
変
』

「
か
か
り
つ
け
医
」
登
録
制
は
、
患
者
の
複
数
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
減
ら
し
、
結
果
的

に
患
者
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

保
険
で
良
い
医
療
を

に
な
っ
て
き
た
健
康
保
険
改

悪
へ
の
反
対
と
社
会
保
障
の

向
上
を
め
ざ
し
て
、
医
師
団

体
、
府
市
民
団
体
、
民
主
諸

団
体
と
共
同
で
取
り
組
み
ま

し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
と

お
し
て
組
織
整
備
と
い
う
重

要
課
題
を
掲
げ
る
に
到
り
ま

し
た
。

　
な
お
一
九
六
〇
～
七
〇
年

代
に
京
都
医
療
生
協
に
お
い

て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

き
た
中
野
眼
科
が
四
院
所
体

　
京
都
医
療
生
協
で
は
例
年

の
と
お
り
、
日
本
高
齢
者
大

会
へ
代
表
者
を
派
遣
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
第
三
十
三
回
を

迎
え
る
日
本
高
齢
者
大
会

■��

開
催
日
時
：
二
〇
一
九
年

十
月
二
十
七
日
（
日
）　

十
四
時
～
十
六
時
（
開
場

十
三
時
三
十
分
）

■�

開
催
会
場
：
国
立
京
都
国

際
会
館
・
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

　
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十

三
年
）
十
二
月
に
国
民
健

康
保
険
法
が
施
行
さ
れ
、

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六

年
）
四
月
に
国
民
皆
保
険
が

実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
す
べ
て
の
国
民
の
保
険
料

納
入
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と

で
医
療
費
給
付
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
、
国
の
補
助
と
保

険
診
療
報
酬
の
低
さ
、
不
況

下
で
の
保
険
料
納
付
の
困
難

な
ど
の
問
題
を
抱
え
た
ま
ま

の
制
度
化
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
経
済
成
長
と

と
も
に
社
会
保
険
制
度
は
安

定
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
京
都
医
療
生
協
で
は
、
国

民
皆
保
険
実
施
後
の
社
会
情

勢
に
適
応
し
て
ゆ
け
る
医
療

生
協
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

低
所
得
者
層
の
救
済
対
策
や

組
合
員
の
予
防
診
療
に
取
り

組
む
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し

た
が
、
医
療
生
協
加
入
の
実

利
的
メ
リ
ッ
ト
が
弱
く
な
り

新
規
加
入
が
減
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
一
九
五
九
年
（
昭

和
三
十
四
年
）
に
成
立
し
た

小
売
商
業
調
整
特
別
措
置
法

に
よ
り
、
生
協
法
に
員
外
利

用
を
完
全
禁
止
す
る
生
協
規

制
強
化
が
加
え
ら
れ
、
京
都

医
療
生
協
に
と
っ
て
難
し
い

課
題
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
社
会
保
険
診
療
に
か

か
わ
る
税
制
が
次
第
に
整
備

さ
れ
て
い
く
中
で
、
開
業
医

が
医
療
生
協
の
勤
務
医
と
な

る
と
い
う「
節
税
」の
必
要
が

な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

一
九
六
七
年（
昭
和
四
十
二

年
）
に
は
直
営
診
療
所
が

二
十
四
院
所
を
数
え
る
ま
で

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
以
降
は
次
第
に
減
少
の
一

途
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　
医
療
・
医
業
経
営
を
と
り

ま
く
諸
情
勢
が
変
化
し
て
ゆ

く
中
で
、
政
策
転
換
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
京
都
医
療
生
協

で
し
た
が
、
徐
々
に
明
ら
か

制
と
な
り
、
検
査
に
は
最
新

の
細
隙
灯
顕
微
鏡
を
駆
使
す

る
な
ど
先
進
医
療
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
い
ち
は
や
く
導
入
し
た
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
で
は
利
用

者
の
声
に
基
づ
き
品
質
改
良

を
重
ね
、
即
日
渡
し
方
式
と

い
う
独
自
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
「
コ
ン
タ
ク
ト
の
中
野
」

と
言
わ
れ
る
ま
で
に
業
績
を

伸
ば
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

は
、
九
月
二
十
五
日
（
水
）・

二
十
六
日
（
木
）
の
日
程
で

福
島
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

須
賀
修
司
理
事
が
代
表
者
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
報
告
記
事
は
次
号
に
掲
載

の
予
定
で
す
。

■��

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　

�

①�

眼
底
疾
患
の
最
新
治
療

（
演
者
／
林　
篤
志
）

　
②�
眼
か
ら
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
（
演
者
／
緒
方
奈

保
子
）

■��

参
加
費
：
無
料
（
先
着

一
千
名
）

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
医

療
生
協
事
務
局
ま
で
ご
一
報

く
だ
さ
い
。
☎
〇
七
五
・
八

二
二
・
二
二
八
六

　
今
年
度
の
年
末
年
始
は
、

中
野
眼
科
の
す
べ
て
の
診
療
所
で
、十
二
月
三
十
日
（
月
）

か
ら
一
月
四
日
（
土
）
ま
で

中
野
眼
科

一
斉
休
診
の
お
知
ら
せ

　
医
療
生
協
・
中
野
眼
科
で

は
、
前
年
度
に
引
き
続
い
て

京
都
大
学
生
協
学
生
委
員
会

京
都
大
学
生
協
と
の

　
　
事
業
連
携
に
つ
い
て

の
『
く
ら
し
の
い
ろ
は
～
点

検
・
改
善
・
ぱ
れ
っ
と
の
秋
』

に
企
画
協
力
し
て
、「
目
の

健
康
を
守
る
」
た
め
の
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
し
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
学
生

を
対
象
に
し
た
も
の
で
、
目

の
健
康
を
守
る
こ
と
が
主
眼

で
す
が
、
と
く
に
最
近
増
え

て
い
る
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

に
関
す
る
目
の
ト
ラ
ブ
ル
に

対
す
る
的
確
な
予
防
や
正
し

い
使
い
方
に
つ
い
て
も
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
生

協
間
の
事
業
連
携
に
貢
献
し

ま
す
。

　
八
月
二
十
三
日（
金
）、
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
、
京
都

医
療
生
協
／
千
丸
ホ
ー
ル
に

て
、「
百
ま
で
生
き
よ
う
会
」

茶
話
会
が
開
催
さ
れ
、
例
会

で
の
思
い
出
話
や
日
頃
の
暮

ら
し
を
交
流
す
る
中
で
、
こ

れ
か
ら
の
会
運
営
の
こ
と
な

ど
も
楽
し
く
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
百
歳
を
迎
え
ら

れ
る
最
高
齢
の
方
を
参
加
者

一
同
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
「
百
ま
で
生
き
よ
う

会
」
は
中
野
信
夫
先
生

の
提
唱
で
一
九
九
〇

（
平
成
二
）年
に
発
足
し

た
高
齢
者
サ
ー
ク
ル
で

す
。
例
会
と
し
て
①
百

遊
会
（
楽
し
い
お
食
事

の
会
）
②
花
と
社
寺
め

ぐ
り
の
会
③
俳
句
の
会

④
囲
碁
の
会
⑤
歴
史
を

歩
く
会
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
医
療
生
協
内

「
百
ま
で
生
き
よ
う
会
」
事

務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
☎
〇
七

五
・
八
一
一
・
七
九
七
九
）。

の
六
日
間
が
一
斉
休
診
と
な

り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

第
33
回
日
本
高
齢
者
大
会
in
福
島
へ

代
表
者
を
派
遣
し
ま
し
た

ふりかえって
　　みましょう

京都医療生協の70年③

生
協
規
制
の
強
化

～
組
織
停
滞
、
そ
し
て
中
野
眼
科
の
発
展
へ

受付時間変更の
お知らせ

臨時休診の
お知らせ

百まで生きよう会

茶話会を開催

「
い
つ
ま
で
も
見
え
る
楽
し
み
の
た
め
に
」

10月19日（土）は京都医
療生協・中野眼科創立記
念会開催のため、全診療
所で受付時間が午後５時
までとなりますので、皆
様のご協力をどうぞよろ
しくお願いします。

10月22日（火）「即位礼
正殿の儀」による祝日の
ため、中野眼科本院、四
条分院は休診となりま
す。駅前診療所は診療を
行っております。

第
73
回
日
本
臨
床
眼
科
学
会

 

市
民
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

ⓒJPN-TENPOZANGALLERY-OMORISYUNJI

　朝日会館診療所の西向いに、河原町から寺町へ抜ける姉小路通が
あります。天性寺の土塀沿いのこの小路にしゃがんでスケッチして
いると、人々の行き交う繁華街の喧噪から遥か離れた別世界にいる
ように思えるのが楽しいです。� （大森俊次）

診
療
所
の
あ
る
街
角
で
⑪

【 

姉
小
路
寺
町
東
入 

】


